
Fig.1. Power spectra of LLS intensity. 
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	 IoT 用電源として期待される高効率アモルファスシリコン(a-Si:H)太陽電池を低コストに作製す

るためには、クラスター混入に起因する光劣化の抑制と高製膜速度の両立が重要である。筆者等

はマルチホロー放電プラズマ(MHDP)CVD 下流において放電初期にクラスターが捕捉され、低ク

ラスター混入・高製膜速度が両立する条件を発見した。本研究では、高圧力条件の MHDPCVD下

流におけるクラスター挙動とクラスター散乱光強度のパワースペクトルの関係について報告する。 

	 実験ではSiH4を 10 sccmでMHDPCVD装置に供給し、圧力を 2.2Torrとした。放電周波数 60 MHz、

放電電力 40 Wで、300 s放電を行った。電極と基板の距離を 2cmとし、電極・基板間に存在する

クラスターの挙動をレーザー散乱(LLS)法で調

べた[1]。 

	 図 1に電極下 1cmにおけるクラスターの LLS

強度のパワースペクトルを示す。図１(a)は放電

開始 35-90 s におけるパワースペクトルであり、

10 Hzまでに全くピークが存在しない。この期間

クラスターはプラズマに捕捉されており、ほと

んど基板側へ輸送されないため、このようなス

ペクトルになったと考えられる。一方、図１(b)

は放電開始 90-300 s におけるパワースペクトル

であり、1 Hz以下の領域に複数のピークが存在

する。これはクラスターがプラズマから漏れて

いることを意味している。以上の結果は、パワ

ースペクトルからクラスターの輸送状態を評価

できることを示唆している。 

 

[1] S. Nunomura, et al., J. Appl. Phys. 99 (2006), 

083302. 
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